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令和６年度当初予算
一般会計 84億4000万円

（対前年度比　7 億 7600 万円減（△ 8.4%））

基金（貯金）と町債（借金）の状況
（令和５年度末一般会計分）（令和６年３月末人口：9248 人）

貯金
 50億4510万円 

町民１人あたり
54万円

借金
 120億8188万円 

町民１人あたり
130万円

貯金の推移
　令和４年度末　52 億 6585 万円
　令和３年度末　46 億 8075 万円

借金の推移
　令和４年度末　 103 億 9301 万円
　令和３年度末　　82 億 7692 万円

特別会計予算：計34憶1152万円
用品調達特別会計
国民健康保険特別会計
国民健康保険診療所特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療保険特別会計

1442万円
13億6102万円
1億7042万円

16億5224万円
2億1341万円

企業会計予算：計20憶9138万円
　水道事業会計
　病院事業会計
　下水道事業会計

7億4191万円　
10億7750万円　
2億7196万円　

携帯電話等エリア整備業事業

4138万円
　観光施設があるエリア（安森と節安）を
対象に携帯電話基地局施設を設置する事
業を実施。

観光まちづくり推進に

1540万円
　観光まちづくり推進顧問に指導・助言
をいただき、町内観光商品の造成、観光
に特化したホームページ制作、観光まち
づくり法人の設立支援等の観光まちづく
り推進業務を実施。
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帯状疱疹予防接種補助事業

512万円
　50 歳以上の方を対象にワクチン接種
経費を補助

ジビエ施設等の整備・管理

7193万円
〇　施設指定管理委託料 630 万円
〇　工事請負費 4294 万円
　　　捕獲鳥獣一時保管施設整備等
〇　機械器具費 2269 万円
　　　運搬用車両導入等

〈ペットフード処理加工施設〉

認定こども園ゆずっこ施設整備事業

4億9366万円
完成予想図は P14 ページを参照

病児保育施設整備事業

5159万円
旧近永保育所施設を改修

子ども食堂運営補助事業

105万円
子ども食堂開設・運営経費を補助

ＤＸ推進事業
3925万円

証明書類等コンビニ交付・書かない窓口

「ゼロカーボン」の実現
重点対策加速化事業

1655万円

太陽光パネル、蓄電池設備設置事業

成川渓谷休養センターを修繕

2662万円

〇　外壁等塗装、ベランダ修繕
〇　ロッジ擁壁工事

〈成川渓谷休養センター〉

　電子通貨決済システム構築

1172万円

〈電子マネー“キホカ”〉
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町政を問う一般質問　令和５年３月

兵頭　　稔

適
正
な
水
道
料
金
に
つ
い
て

問
前
回
、適
正
な
料
金
で
あ
り
、

高
く
な
い
と
回
答
を
し
た
根

拠
は
。

答

水
道
料
金
改
定
理
由
・
改
定
の

基
本
方
針
等
の
資
料
を
作
成
精
査

し
、
算
定
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
を

議
会
で
説
明
し
た
上
で
議
決
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
決
算
審
査
に
お
い
て

も
検
証
し
て
い
た
だ
き
、
特
段
の
指

摘
事
項
は
な
い
。

問
２
億
８
，
０
０
０
万
近
く
の

収
入
を
、
流
動
資
産
に
な
ぜ

持
っ
て
行
か
な
か
っ
た
の
か
。

当
時
と
現
在
の
水
道
料
金
が
な
ぜ
同
じ
ま
ま
な
の
か

Ｈ
15
か
ら
Ｈ
19
ま
で
の
財
政
収
支
計
画
に
基
づ
い
て
算
定
し
て
い
る

答

当
町
の
流
動
比
率
は
１
０
０
％

し
か
な
く
、
決
算
審
査
に
お
い
て
も

低
い
と
い
う
指
摘
を
受
け
て
い
る
の

で
、
そ
れ
を
も
っ
て
経
営
状
態
を
ど

う
に
か
す
る
方
法
は
な
い
。

問
前
年
度
繰
越
利
益
剰
余
金
を
預

金
の
方
に
回
さ
な
い
か
ら
流

動
比
率
が
悪
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答

人
件
費
、
消
耗
品
等
だ
け
で
な

く
、
整
備
を
し
た
施
設
の
負
の
部
分

も
計
算
を
し
、
20
年
、
25
年
の
ス
パ

ン
で
計
画
を
し
て
い
る
。
合
併
当
時

に
、
日
吉
の
方
か
ら
料
金
が
高
い
と

い
う
ご
不
満
が
あ
っ
た
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
が
、
県
内
の
市
町
で
は
料

金
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
当
町
で
は

上
げ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

問
同
じ
量
を
使
っ
て
、
鬼
北
町

は
５
，
０
９
０
円
、
松
山
市

で
は
２
，
７
０
０
円
で
、
鬼
北
町
で

は
な
ぜ
そ
れ
が
で
き
な
い
の
か
。

答

人
口
密
集
地
だ
っ
た
ら
で
き
る

と
思
う
が
、
散
財
し
た
地
域
す
べ
て

を
賄
う
に
は
そ
れ
だ
け
の
管
が
必
要

で
あ
る
。

問

松
野
や
久
万
高
原
も
３
，

８
０
０
円
台
で
あ
る
が
。

答

当
時
全
て
の
施
設
を
や
り
替
え

て
い
る
た
め
１
０
０
年
ス
パ
ン
の
中

で
一
気
に
上
が
る
の
は
仕
方
が
な
い

と
思
う
。
他
の
市
町
も
大
き
な
工
事

を
し
た
ら
、
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

問
当
時
と
現
在
の
料
金
が
な
ぜ

同
じ
ま
ま
な
の
か
。

答

平
成
15
年
度
か
ら
19
年
度
ま
で

の
財
政
収
支
計
画
に
基
づ
い
て
算
定

し
て
い
る
。

問
令
和
３
年
度
の
給
水
原
価
と

供
給
単
価
を
問
う
。

答

給
水
原
価
は
、１
９
３
．
１
円
。

供
給
単
価
は
、
２
７
２
．
１
円
。

問
給
水
で
は
な
く
供
給
単
価
を

２
０
０
円
く
ら
い
に
し
た
ら

ど
う
か
。

答

給
水
原
価
も
供
給
単
価
も
指
標

で
あ
り
、
数
値
的
に
は
問
題
が
あ
る

数
字
で
は
な
い
。

以上が、令和５年 3月の定例会での質問に対す
る答えですが、水道法及び水道法施行規則は遵
守されていないと思われるのでこれからも追求
していきます。
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町政を問う 一般質問　令和６年３月

中山　定則

問

鬼
北
町
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
お
に
っ
こ
」に
つ
い

て
、
今
年
度（
２
月
末
ま
で
）の
相
談

件
数
及
び
多
か
っ
た
相
談
内
容
は
何

か
。

答

２
月
末
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
相

談
件
数
は
79
件
で
、
多
か
っ
た
相
談

内
容
は
、
育
児
相
談
、
発
育
・
発
達

に
関
す
る
相
談
、
乳
児
健
康
診
断
に

関
す
る
相
談
、
出
産
世
帯
応
援
補
助

金
に
関
す
る
相
談
、
産
後
ケ
ア
に
関

す
る
相
談
で
あ
っ
た
。

問
今
年
度（
２
月
末
ま
で
）子
育

て
Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ
相
談
の
利
用
は

何
件
あ
っ
た
か
。

答

２
月
末
ま
で
の
利
用
実
人
数
は

85
人
で
何
度
も
利
用
さ
れ
て
い
る
方

が
多
い
た
め
、
利
用
件
数
に
つ
い
て

は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

問
子
育
て
支
援
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事

業
の
登
録
者
が
２
名
と
少
な
い

理
由
は
何
か
。

答

子
育
て
を
す
る
上
で
、
夫
婦
間

や
祖
父
母
等
の
協
力
が
得
ら
れ
る
か

ど
う
か
の
状
況
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
環
境
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
派

遣
事
業
の
登
録
者
が
少
な
い
理
由
の

判
断
は
難
し
い
が
、
家
族
な
ど
か
ら

何
ら
か
の
援
助
が
あ
り
、
家
事
・
育

児
に
困
難
を
感
じ
て
い
な
い
、ま
た
、

困
難
を
感
じ
て
い
て
も
、
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
が
、
家
庭
内
に
入
る
こ
と
に
抵

抗
を
感
じ
る
な
ど
の
理
由
で
、
利
用

者
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測

す
る
。
今
後
も
、
保
護
者
の
方
々
が

頑
張
り
す
ぎ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う

に
、
利
用
で
き
る
子
育
て
支
援
事
業

を
、
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
検

討
し
て
い
く
。

問
新
園
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
ゆ
め

ぽ
っ
け
」の
現
在
の
登
録
は
何
名
か
。

答

令
和
５
年
２
月
末
現
在
で
４
７

名
の
方
が
登
録
さ
れ
、
地
域
の
子
育

て
家
庭
に
お
け
る
育
児
支
援
の
拠
点

と
し
て
、利
用
い
た
だ
い
る
。
ま
た
、

利
用
状
況
は
、今
年
２
月
末
現
在
で
、

１
６
７
５
名
の
方
が
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
。
引
き
続
き
「
育
児
不
安

等
に
つ
い
て
の
相
談
及
び
援
助
」
や

「
子
育
て
家
庭
の
交
流
促
進
」、ま
た
、

子
育
て
専
門
講
師
に
よ
る
講
習
を
実

施
す
る
な
ど
、
家
庭
に
お
け
る
育
児

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
設
立
す
る
考
え
は
な

い
か
。

答

令
和
６
年
度
に
、「
第
３
期
鬼

北
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
の
策
定
に
向
け
て
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
持
続
的
に
運
営
し
て
い

く
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
検
討
し
、

よ
り
一
層
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に

努
め
て
い
く
。

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
は
、
県
内
全
市
と
砥

部
町
、松
前
町
で
設
置
さ
れ
て
い
る
。

町
内
に
も
援
助
を
行
い
た
い
人
、
サ

ポ
ー
ト
会
員
に
な
り
た
い
人
お
ら
れ

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
32
・

６
％
の
設
立
要
望
し
か
な
い
が
、宇

和
島
市
、砥
部
町
、松
前
町
の
運
営
状

況
を
再
度
調
査
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答

子
育
て
支
援
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事

業
の
登
録
者
が
増
え
て
く
れ
ば
、
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
移
行
す
る
と
思

う
が
、
人
材
確
保
の
不
安
材
料
も
あ

る
の
で
、
そ
れ
も
併
せ
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

鬼
北
町
の
子
育
て
支
援
は

家
庭
に
お
け
る
育
児
・
子
育
て
支
援
に
努
め
る

　子育て支援
は、子育てを
しやすい環境
を整え、家庭
が出産、育児
に抱いている
不安を解消す
るための施策
です。

鬼北町こども家庭センターおにっこ

鬼北町子育て
ガイドブック
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町政を問う一般質問　令和６年３月

末廣　　啓

問
自
然
災
害
時
の
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
、
い
つ
策
定
さ
れ
た

も
の
か
。
見
直
し
の
頻
度
は
。

答

平
成
19
年
に
策
定
し
、
こ
れ
ま

で
に
２
回
改
正
を
行
っ
て
い
る
。

問
も
う
少
し
密
に
見
直
し
て
は

ど
う
か
。
井
戸
水
の
利
用
は

ど
う
か
。

答

見
直
し
の
時
期
は
検
討
し
た
い
。

井
戸
水
は
、提
供
を
依
頼
し
て
い
る
。

問

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
訓
練
し

た
り
、会
議
を
開
い
た
り
し
て

い
る
か
。

答

毎
年
実
施
す
る
よ
う
見
直
し
を

行
っ
た
。

問
道
路
の
陥
没
、
土
砂
崩
れ
等

で
孤
立
集
落
が
発
生
し
た
時

の
対
応
は
。

答

建
設
業
者
等
の
協
力
に
よ
る
早

期
復
旧
と
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
活
用
に
よ

る
人
命
救
助
や
物
資
搬
入
を
行
う
。

問
ヘ
リ
が
使
え
な
い
時
は
。

答

食
料
等
、
歩
い
て
持
っ
て
い
く

こ
と
も
考
え
て
い
る
。

問

鬼
北
町
の
住
宅
耐
震
化
率

は
。

答

平
成
28
年
度
で
64・９
％
で
あ
る
。

問

補
助
金
制
度
を
使
っ
て
、耐
震

診
断
を
受
け
た
件
数
、耐
震
工

事
を
実
施
し
た
件
数
は
。瓦
屋
根
の
改

修
に
関
わ
る
補
助
制
度
は
な
い
の
か
。

答

耐
震
診
断
が
34
件
、
耐
震
工
事

が
５
件
と
な
っ
て
い
る
。
瓦
屋
根
の

改
修
に
つ
い
て
は
、
特
化
し
た
補
助

制
度
が
あ
る
。

問
津
波
の
影
響
を
受
け
る
自
治

体
か
ら
避
難
所
提
供
を
求
め

ら
れ
た
ら
。

答

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
策
定
し
て

い
な
い
。

問
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
の
避
難
所

利
用
は
可
能
か
。

答

指
定
避
難
所
に
お
け
る
家
庭
動

物
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
に
努
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問
被
災
地
派
遣
職
員
の
報
告
会

を
町
民
を
交
え
て
行
っ
た
ら

ど
う
か
。

答

町
民
の
方
々
の
要
望
に
応
じ
て

随
時
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

漬
物
生
産
者
へ
の
支
援
策
を

補
助
制
度
を
創
設
す
る

問
町
内
２
カ
所
の
道
の
駅
に
出
荷

す
る
漬
物
生
産
者
は
何
名
か
。

答

森
の
三
角
ぼ
う
し
が
14
名
、
日

吉
夢
産
地
が
15
名
で
あ
る
。

問
ど
ん
な
漬
物
を
出
荷
し
て
い

る
の
か
。

答

た
く
あ
ん
、
梅
干
し
、
白
菜
、

カ
ブ
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
、
キ
ュ
ウ
リ
、

高
菜
、
小
松
菜
、
ク
レ
ソ
ン
な
ど
。

問

そ
れ
ぞ
れ
の
道
の
駅
で
の
、

漬
物
だ
け
の
売
上
げ
は
ど
れ

く
ら
い
か
。

答

令
和
５
年
の
売
上
げ
は
、
森
の

三
角
ぼ
う
し
が
64
万
２
０
０
０
円
、

日
吉
夢
産
地
が
１
４
５
万
７
０
０
０

円
と
な
っ
て
い
る
。

問
現
出
荷
者
で
衛
生
基
準
を
満

た
し
た
上
で
、
製
造
を
継
続

さ
れ
る
生
産
者
は
い
る
の
か
。

答

森
の
三
角
ぼ
う
し
で
２
名
、
検

討
中
の
方
が
１
名
、
日
吉
夢
産
地
に

お
い
て
は
お
ら
れ
な
い
。

問
補
助
金
制
度
を
設
け
て
救
済

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答

施
設
改
修
費
用
や
設
備
の
購
入

費
等
に
対
す
る
補
助
制
度
を
創
設
す

る
。問

手
厚
い
補
助
金
制
度
を
設
け
て

い
た
だ
き
、救
済
し
て
ほ
し
い
。

答

令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
に
計

上
し
た
上
で
、
で
き
る
限
り
の
こ
と

は
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

巨
大
地
震
発
生
時
の
備
え
は

出
来
る
限
り
の
対
応
を
行
う

鬼北町議会だより 06



町政を問う 一般質問　令和６年６月

中
山

定
則

問
豊
後
水
道
を
震
源
と
す
る
今

回
の
地
震
で
水
道
施
設
に
被

害
は
な
か
っ
た
の
か
。ま
た
、上
水
道

施
設
の
耐
震
化
の
推
進
計
画
を
問
う
。

答

一
か
所
、
清
水
下
組
で
町
道
に

埋
設
し
て
い
る
20
ミ
リ
の
給
水
管
が

離
脱
し
て
漏
水
が
発
生
し
た
被
害
が

あ
っ
た
。上
水
道
施
設
の
耐
震
化
は
、

当
面
、
布
設
後
40
年
を
経
過
し
て
い

る
基
幹
管
路
の
更
新
を
補
助
事
業
で

実
施
し
、
配
水
管
に
つ
い
て
は
、
起

債
を
活
用
し
て
、
順
次
、
耐
震
管
に

更
新
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

問
令
和
４
年
度
決
算
で
有
収
率

（
給
水
す
る
水
量
と
料
金
と

し
て
収
入
の
あ
っ
た
水
量
と
の
比

率
）
は
、
74
・
44
％
で
あ
る
が
、
令

和
13
年
度
に
81
・
１
％
ま
で
上
げ
る

取
組
に
つ
い
て
問
う
。

答

老
朽
管
の
布
設
替
の
推
進
と
と

も
に
、
漏
水
調
査
を
徹
底
し
て
実
施

し
、
漏
水
箇
所
の
特
定
・
修
繕
を
早

期
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
漏
水
量
を

削
減
し
、
有
収
率
の
向
上
を
図
る
計

画
で
あ
る
。

問
鬼
北
町
水
道
事
業
経
営
戦
略

の
と
お
り
81
・
１
％
に
し
て

い
く
計
画
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

老
朽
管
の
布
設
替
え
、
さ
ら
な

る
漏
水
調
査
を
徹
底
し
て
、
で
き
る

限
り
目
標
値
に
近
づ
け
て
い
く
よ
う

努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
物
価
高
騰
は
継
続
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
が
、
水
道
料
金

の
基
本
料
金
１
８
７
０
円
を
令
和
６

年
１
月
分
、
２
月
分
の
２
回
を
物
価

高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
財
源
と
し
て
減
額
さ
れ
た

が
、再
度
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答

今
後
、
国
に
お
い
て
同
様
な
交

付
金
が
創
設
さ
れ
た
ら
、
水
道
料
金

の
軽
減
も
含
め
て
、
対
象
事
業
の
中

で
最
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

物
価
高
騰
対
策
を
実
施
す
る
。

問
水
道
料
金
収
入
は
、
愛
媛
県

内
で
２
番
目
に
高
い
設
定
で

あ
り
、高
齢
化
率
が
年
々
上
昇
し
て
、

高
齢
者
へ
の
負
担
増
に
つ
な
が
る
こ

と
を
考
慮
し
、
当
面
は
水
道
料
金
を

改
定
し
な
い
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援
と
し
て

は
、
良
い
施
策
だ
と
思
う
が
、
再
度
、

ほ
か
の
財
源
を
探
し
て
で
も
行
う
予

定
な
い
の
か
。

答

物
価
高
騰
と
い
う
面
で
、
先
ほ

ど
答
弁
し
た
よ
う
に
、
ほ
か
の
施
策

も
含
め
て
必
要
だ
と
考
え
る
場
合
に

は
、
す
ぐ
さ
ま
や
っ
て
み
た
い
気
持

ち
で
あ
る
。

上
水
道
施
設
の
耐
震
化
は
進
ん
で
い
る
の
か

順
次
、
耐
震
管
に
更
新
し
て
い
く
計
画
で
あ
る

　豊後水道を震
源とする地震が
４月17日起きま
した。上水道施
設の耐震化は進
んでいるのかな
ど令和６年６月定
例会で一般質問
しました。

　令和３年 12 月に作
成された鬼北町水道事
業経営戦略（改訂版）
をＰＤＣＡサイクルを
活用して、推進してほ
しいと思います。

＜中央監視室（奈良下組）＞
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町政を問う一般質問　令和６年６月

兵
頭
　
　
稔

問
平
成
15
年
～
令
和
５
年
ま
で

の
工
事
内
容
と
経
費
つ
い
て
。

答

総
工
事
件
数
は
１
２
１
件
実

施
、経
費
は
27
億
３
８
０
４
万
１
０
０

０
円
で
あ
る
。

問

工
事
の
耐
用
年
数
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答

減
価
償
却
耐
用
年
数
は
、
導

水
設
備
50
年
、
浄
水
設
備
60
年
、
配

水
設
備
60
年
、
配
水
管
は
40
年
、
電

気
設
備
20
年
、
ポ
ン
プ
設
備
15
年
、

計
測
設
備
10
年
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

問
い
ろ
い
ろ
配
水
管
等
の
耐
用
年

数
が
あ
る
が
、
水
道
事
業
が
始

ま
っ
た
の
が
昭
和
34
年
頃
か
ら
だ
と
思

わ
れ
る
。
水
道
工
事
を
平
成
15
年
に
川

上
地
区
で
実
施
し
て
い
る
が
、
耐
用
年

数
が
60
年
、
の
経
過
が
あ
っ
た
か
ら

行
っ
た
の
か
。

答

川
上
地
区
の
配
水
管
等
の
布

設
替
え
工
事
で
あ
り
、
布
設
後
40
年

以
上
経
過
し
漏
水
が
著
し
く
多
く

な
っ
て
き
た
た
め
、
国
庫
補
助
事
業

を
使
っ
て
整
備
を
実
施
し
た
。

問

工
事
契
約
は
ど
の
よ
う
な
契

約
方
法
で
行
っ
て
い
る
の
か
。

答

１
２
１
件
の
工
事
契
約
の
う
ち

一
般
競
争
入
札
４
件
、
指
名
競
争
入

札
88
件
、
随
意
契
約
29
件
で
あ
る
。

問

一
般
競
争
入
札
の
４
件
の
入

札
会
社
は
何
社
あ
る
か
。

答

一
般
競
争
入
札
の
場
合
は
、
公

告
を
事
前
に
行
い
、
こ
の
条
件
で
工

事
で
き
る
業
者
に
な
る
た
め
、２
社
、

３
社
の
応
募
が
あ
っ
た
。

問
指
名
競
争
入
札
も
88
件
あ
り

ま
す
が
、
一
般
競
争
入
札
の

よ
う
に
同
じ
会
社
と
考
え
て
良
い
か
。

答

そ
の
都
度
決
済
を
受
け
て
、
適

当
と
思
わ
れ
る
業
者
を
選
ん
で
選
定

し
て
指
名
競
争
入
札
を
行
っ
て
い

る
。
指
名
に
入
っ
て
い
る
業
者
が
限

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
条
件
に
合

う
業
者
に
な
る
の
で
、
重
な
る
こ
と

は
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

問
耐
震
化
工
事
は
、
平
成
20
年

か
ら
に
な
っ
て
い
る
が
、
平

成
７
年
、
平
成
11
年
と
大
震
災
が
２

回
も
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ

ま
で
の
工
事
が
耐
震
化
に
な
っ
て
い

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答

そ
の
当
時
は
、
こ
れ
以
上
水
道

料
金
を
上
げ
る
わ
け
に
い
か
な
い
の

で
、
で
き
る
だ
け
地
震
の
被
害
の
少

な
い
管
路
を
用
い
て
計
画
的
に
行
う

よ
う
指
示
が
あ
っ
た
の
で
、
耐
震
管

と
せ
ず
に
、
極
力
、
鋳
鉄
管
の
割
合

を
増
や
し
て
施
行
し
た
。

問
耐
震
管
工
事
と
、
普
通
の
工

事
の
工
事
費
の
割
合
は
ど
れ

く
ら
い
か

答

倍
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
1.8

倍
ほ
ど
は
違
っ
て
く
る
と
思
わ
れ

る
。

問

工
事
内
容
の
資
料
に
よ
る

と
、
旧
広
見
町
の
所
ば
か
り

で
旧
日
吉
村
の
工
事
が
実
施
さ
れ
て

な
い
が
、
日
吉
地
区
は
替
え
な
く
て

も
大
丈
夫
か
。

答

日
吉
地
区
に
お
い
て
は
、
平
成

７
年
か
ら
８
年
に
か
け
て
配
水
管
布

設
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
現
状
ま

だ
40
年
ま
で
は
届
い
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
工
事
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

問
日
吉
地
区
は
、
耐
震
化
が
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
今
後
、
こ
ち
ら
の
工
事
が
終

わ
れ
ば
取
り
組
む
と
解
釈
し
て
よ
ろ

し
い
か
。

答

６
年
度
か
ら
、
40
年
超
え
て
い

る
箇
所
が
下
鍵
山
に
一
部
あ
る
の

で
、
下
鍵
山
を
中
心
に
３
年
か
け
て

実
施
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
あ
と
順
次
、
耐
震
管
に
交
換
し
て

い
く
計
画
で
あ
る
。

水
道
配
水
管
の
耐
震
化
工
事
の
状
況
に
つ
い
て

40
年
超
の
個
所
か
ら
順
次
実
施

＜大藤浄水場＞
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町政を問う 一般質問　令和６年６月

山本　博士

神
社
仏
閣
に
つ
い
て

問
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て

の
神
社
に
対
し
、
改
修
工
事

等
へ
の
補
助
が
で
き
な
い
も
の
か
。

答

文
化
財
保
護
委
員
会
の
意
見

を
踏
ま
え
た
上
で
、
総
合
的
に
判
断

し
、
町
内
で
保
存
伝
承
を
図
る
文
化

財
に
つ
い
て
は
、
神
社
も
含
め
て
、

文
化
財
指
定
・
未
指
定
に
関
わ
ら
ず
、

保
存
・
伝
承
事
業
に
必
要
な
経
費
が

10
万
円
以
上
の
場
合
に
は
、
改
修
工

事
費
等
と
し
て
、
補
助
対
象
費
用
の

２
分
の
１
以
内
で
、
上
限
50
万
円
を

補
助
し
て
い
る
。

な
お
、
町
内
に
は
、
現
在
、
神
社

31
社
、
仏
閣
23
か
所
が
あ
り
、
地
域

の
方
々
が
維
持
管
理
を
担
い
、
連
綿

と
継
承
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
、

大
規
模
改
修
工
事
の
対
象
と
な
る
建

物
が
、
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て

い
る
神
社
は
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
。

問
確
か
に
鬼
北
町
文
化
財
保
存

伝
承
事
業
費
補
助
金
交
付
要

綱
と
し
て
、
平
成
26
年
４
月
よ
り
施

行
さ
れ
て
い
る
。
正
式
な
神
社
仏
閣

と
し
て
改
修
し
て
い
く
に
は
、
何

千
万
と
い
う
多
額
の
費
用
が
か
か

り
、
少
々
の
補
助
で
は
改
修
で
き
な

く
、
取
り
壊
し
て
、
小
さ
な
ほ
こ
ら

を
建
て
る
し
か
で
き
な
い
状
態
で
あ

る
。
鬼
北
町
と
し
て
そ
れ
で
よ
い
の

か
。
早
急
に
、
鬼
北
町
の
神
社
仏
閣

を
調
査
し
、
歴
史
的
文
化
財
と
し
て

の
価
値
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
に

も
申
請
を
し
、
保
存
伝
承
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答

平
成
31
年
４
月
に
改
正
文
化

財
保
護
法
が
施
行
さ
れ
、
市
町
村
の

教
育
委
員
会
は
、
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画
を
作
成
し
て
、
文
化
長
官

の
認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、鬼
北
町
に
お
い
て
も
、

令
和
４
年
度
か
ら
計
画
策
定
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
登
録
で
き
る

よ
う
な
文
化
財
が
あ
れ
ば
、
地
域
の

皆
様
と
検
討
し
た
い
。

農
地
の
利
用
に
つ
い
て

問
農
地
に
太
陽
光
発
電
の
許
可

を
さ
れ
る
際
、
町
外
の
方
に

も
境
界
外
の
隣
接
す
る
農
道
、
用
水

路
、
排
水
路
、
河
川
の
草
刈
り
を
最

低
年
２
回
行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
契
約
の
際
、
文
書
で
義
務
づ
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
。

答

農
地
法
に
基
づ
き
審
査
・
判
断

を
行
う
農
業
委
員
会
と
し
て
は
、
隣

接
地
の
草
刈
り
等
を
義
務
づ
け
る
こ

と
は
、現
在
の
と
こ
ろ
は
で
き
な
い
。

具
体
的
な
作
業
内
容
ま
で
踏
み
込
ん

だ
義
務
を
課
す
こ
と
は
難
し
い
と
は

考
え
て
い
る
。今
後
、設
備
の
適
正
な

設
置
や
維
持
管
理
な
ど
、必
要
な
事

項
を
定
め
た
条
例
等
の
例
規
の
整
備

を
行
い
、住
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
な
生

活
や
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
た
い
。

問
条
例
等
で
整
備
を
す
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
令
和
６
年
３

月
の
新
聞
に「
太
陽
光
発
電
市
町
村
、

41
％
ト
ラ
ブ
ル
」
と
い
う
記
事
が

あ
っ
た
。
３
５
５
市
町
村
で
ト
ラ
ブ

ル
、
雑
草
が
生
い
茂
り
、
管
理
が
不

十
分
。
排
水
設
備
な
ど
が
未
設
置
な

ど
、
様
々
な
よ
う
。
鬼
北
町
は
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
し
て
い

る
。今
後
も
太
陽
光
発
電
は
、広
が
っ

て
い
く
と
思
う
が
、
地
域
住
民
の
皆

様
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
な

ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要
で
は
。

答

町
民
の
方
か
ら
直
接
お
話
を
聞

い
て
、
こ
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。
９
月
の
議
会
に
は
そ
の
条

例
を
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
神
社
に
補
助
を

上
限
50
万
円
の
補
助
を
実
施
・
文
化
財
と
し
て
の
登
録
を

＜天満神社（奈良下組）＞
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町政を問う一般質問　令和６年６月

芝　　照雄

組
織
編
成
の
考
え
は
あ
る
か

問
令
和
６
年
６
月
現
在
で
の
各

部
の
消
防
団
員
の
充
足
率

と
、
町
全
体
の
団
員
数
を
問
う
。

答

町
全
体
で
は
、
定
数
５
６
７
人

に
対
し
て
実
人
数
３
８
４
人
で
、
充

足
率
は
67
・
７
％
。（
各
部
の
詳
細

は
表
１
の
と
お
り
）

問
消
防
団
組
織
編
成
・
条
例
定

数
の
今
後
の
考
え
は

答

消
防
団
の
各
部
の
運
営
自
体
や

消
防
車
両
・
ポ
ン
プ
等
の
運
用
に
支

障
が
出
な
い
よ
う
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
消
防
活
動
の
効
率
化
を
図
る

た
め
、
消
防
団
幹
部
会
等
に
お
い
て

協
議
を
行
い
、
地
域
の
意
向
を
踏
ま

え
た
上
で
、
組
織
編
成
の
見
直
し
を

含
め
て
、
条
例
定
数
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

問
機
能
別
消
防
団
の
導
入
は

答

県
内
の
市
町
で
も
機
能
別
消
防

団
員
制
度
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
当
町
に
お
い
て
も
活
動
内
容
や

入
団
要
件
等
に
つ
い
て
、
消
防
団
幹

部
会
・
消
防
委
員
会
等
で
協
議
を
行

い
、
早
期
に
導
入
で
き
る
よ
う
取
組

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

消
防
団
員
の
な
り
手
不
足
を
問
題
視

条
例
定
数
の
見
直
し
を
協
議
す
る

定数を減らせば各
部の活動に支障が出
る恐れがあると思い
ます。そこで、消防
団 員 OB の 方 々 で
まだまだ消防活動に
参加できる方の機能
別消防団員制度を導
入して住民の安心と
有事の際の迅速の対
応することが大事だ
と思います。

定数
（人）

実人数
（人）

充足率（％）
全体 第１部 第２部 第３部 第４部 第５部

第１分団（近永） 115 99 86.0 71.4 111 75.8 80.7 116

第２分団（好藤） 61 47 77.0 83.3 64.0 77.7

第３分団（愛治） 80 39 48.7 73.3 66.6 30.3 35.2

第４分団（三島） 81 66 81.4 72.2 92.3 83.3 69.2 78.9

第５分団（泉） 78 51 65.3 75.0 57.1 50.0 61.1

第６分団（日吉） 125 59 47.2 68.0 37.5 62.5 32.5 40.0

本　　　団 27 23 85.1

全　　　体 567 384 67.7

近いうちに起こりうる

東南海地震を見据て

＜表１＞

今現在の消防活動は少ない団員の中、出来る限りの活
動をして頂き、後押し出来るのが、機能別消防活動員の
存在ではないでしょうか。
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町民の声
神
奈
川
県
で
生
ま
れ
、
三
十
歳
ま

で
愛
媛
へ
は
帰
省
す
る
の
み
で
し
た

が
、
三
十
歳
を
む
か
え
、
愛
媛
に
移

住
、
約
15
年
前
か
ら
鬼
北
町
に
住
ん

で
い
ま
す
。

現
在
子
育
て
中
で
、地
域
の
環
境
、

近
隣
の
方
々
の
見
守
り
な
ど
に
助
け

ら
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

神
奈
川
県
出
身
の
私
か
ら
み
て
、

鬼
北
町
は
子
育
て
世
代
に
と
て
も
良

い
場
所
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
若
い
世
代
の
人
達
に
、

そ
の
鬼
北
町
の
魅
力
が
充
分
に
伝
わ

ら
ず
、
少
子
高
齢
化
が
加
速
し
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
若
い
方
達
に
知
っ
て
も

ら
い
、
移
住
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

対
策
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

私
の
周
囲
で
聞
こ
え
て
い
る
声
を

参
考
に
以
下
の
提
案
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
提
案
①
】

Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
環
境
・
光
回
線
の
多

様
化現

在
、
光
回
線
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
一
社
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
環
境
は
若
者
に
と
っ
て
イ

ン
フ
ラ
な
の
で
一
社
に
絞
っ
て
し
ま

う
よ
り
、
他
の
事
業
者
に
も
入
っ
て

も
ら
い
、
安
定
し
た
状
態
を
保
ち
、

品
質
向
上
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

【
提
案
②
】

鬼
北
町
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
再

鬼
北
町
の
抱
え
る
問
題
に
関
す
る
提
案

伊
勢
本

恵

生
回
数
向
上

現
在
の
鬼
北
町
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
再
生
回
数
が
１
万
を

超
え
る
も
の
が
な
い
よ
う
で
す
。

せ
っ
か
く
ゆ
る
キ
ャ
ラ
も
あ
る
の

で
、
成
功
し
て
い
る
市
町
村
の
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
参
考
に
バ
ズ
る
投
稿
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
提
案
③
】

鬼
北
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
笑
い
芸

人
を
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ

鬼
北
町
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
ゲ
ス
ト

は
ほ
と
ん
ど
演
歌
歌
手
の
方
で
す

が
、
他
に
も
芸
人
さ
ん
を
キ
ャ
ス

テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
ら
若
い
方
も
近
隣

の
市
や
町
か
ら
来
ら
れ
た
り
、
宣
伝

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

人
口
の
構
成
上
、
今
の
状
態
が
集

客
を
見
込
め
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
今
後
は
若
い
方
の
移
住
対
策
も

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
ら
が
私
の
周
囲
で
話
題
と
し

て
上
が
っ
て
い
る
も
の
に
な
り
ま

す
。よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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議会で決まったこと
　令和６年２月９日に第１回鬼北町議会臨時会、令和６年３月７、８、25 日に第１回鬼北
町議会定例会及び令和６年６月 14 日に第２回鬼北町議会定例会が開催されましたので、そ
の議決結果を報告します。

第１回臨時会　議決結果（令和６年２月９日）

承認第１号 町長の専決処分（令和５年度鬼北町一般会計補正予算（第７号））の
承認について 承認

議案第１号 鬼北町手数料条例の一部を改正する条例について 可決

議案第２号 鬼北町北宇和病院の指定管理者の指定について 可決

議案第３号 工事変更請負契約（（５）防安金　町道弓滝線弓滝橋歩道橋上部工工
事（その１））の締結について 可決

議案第４号 工事変更請負契約（鬼北町立広見中学校改築工事（建築工事））の締
結について 可決

議案第５号 工事変更請負契約（鬼北町立広見中学校改築工事（電気設備工事））
の締結について 可決

議案第６号 工事変更請負契約（鬼北町立広見中学校改築工事（空調衛生設備工
事））の締結について 可決

議案第７号 工事変更請負契約（史跡等妙寺旧境内平坦部Ａ保存整備工事）の締
結について 可決

同意第１号 鬼北町教育委員会委員の任命について 同意

第１回定例会　議決結果（令和６年３月７日～25日）

議案第８号 鬼北町福祉基金条例の制定について 可決

議案第９号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に
関する条例について 可決

議案第10号 鬼北町空家等の適正管理に関する条例の一部を改正する条例につ
いて 可決

議案第11号 鬼北町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例について 可決

議案第12号 鬼北町税条例の一部を改正する条例について 可決

議案第13号 鬼北町分担金徴収条例の一部を改正する条例について 可決

議案第14号 鬼北町水道事業給水条例の一部を改正する条例について 可決

議案第15号 令和５年度鬼北町一般会計補正予算（第８号）について 可決

議案第16号 令和５年度鬼北町用品調達特別会計補正予算（第２号）について 可決
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議案第17号 令和５年度鬼北町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 可決

議案第18号 令和５年度鬼北町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第３号）
について 可決

議案第19号 令和５年度鬼北町介護保険特別会計補正予算（第３号）について 可決

議案第20号 令和５年度鬼北町後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第２号）
について 可決

議案第21号 令和５年度鬼北町水道事業会計補正予算（第３号）について 可決

議案第22号 令和５年度鬼北町病院事業会計補正予算（第１号）について 可決

議案第23号 令和５年度鬼北町下水道事業会計補正予算（第１号）について 可決

議案第24号 令和６年度鬼北町一般会計予算について 可決

議案第25号 令和６年度鬼北町用品調達特別会計予算について 可決

議案第26号 令和６年度鬼北町国民健康保険特別会計予算について 可決

議案第27号 令和６年度鬼北町国民健康保険診療所特別会計予算について 可決

議案第28号 令和６年度鬼北町介護保険特別会計予算について 可決

議案第29号 令和６年度鬼北町後期高齢者医療保険特別会計予算について 可決

議案第30号 令和６年度鬼北町水道事業会計予算について 可決

議案第31号 令和６年度鬼北町病院事業会計予算について 可決

議案第32号 令和６年度鬼北町下水道事業会計予算について 可決

諮問第１号 鬼北町人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適任

議案第33号 令和５年度鬼北町一般会計補正予算（第９号）について 可決

発議第１号 鬼北町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について 可決

＜鬼北町立広見中学校全景＞＜史跡等妙寺旧境内平坦部Ａ＞
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第２回定例会　議決結果（令和６年６月１４日）

承認第２号 町長の専決処分（鬼北町税条例の一部を改正する条例）の承認に
ついて 承認

承認第３号 町長の専決処分（鬼北町国民健康保険税条例の一部を改正する条
例）の承認について 承認

承認第４号 町長の専決処分（鬼北町介護保険条例の一部を改正する条例）の
承認について 承認

承認第５号
町長の専決処分（鬼北町指定地域密着型サービスの事業の人員、
設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例）
の承認について

承認

議案第34号
鬼北町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供
に関する条例の一部を改正する条例について

可決

議案第35号 鬼北町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例について 可決

議案第36号 鬼北町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例について 可決

議案第37号 工事請負契約（鬼北町立認定こども園ゆずっこ改築工事（建築工
事））の締結について 可決

議案第38号 財産の取得について
　＜消防ポンプ積載車：消防団第4分団第5部（川上）へ配備＞ 可決

議案第39号 町営土地改良事業（かんがい排水・興野々地区）の施行について 可決

議案第40号 令和６年度鬼北町一般会計補正予算（第１号）について 可決

＜鬼北町立認定こども園ゆずっこ完成予想図＞
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研修報告
令和６年度鬼北町議会議員研修会

　令和 6 年 6 月 27・28 日の 2 日間、東京衆議院議員会館 B1F 第 9 会議室において、「ゼ
ロカ - ボン政策の今後の取り組みについて」と題して環境省大臣官房地域脱炭素事業推進課
から泉課長補佐、「相続放棄した空家、土地の問題について」は国交省から 2 名、法務省か
ら 1 名来られ説明していただきました。
　まず、ゼロカ - ボン政策については、指定避難所（公民館、学校等）を中心として公共施
設の屋根や敷地等へオンサイトＰＰＡ形式による自家消費型の太陽光発電設備及び蓄電池を
導入し、災害時におけるエネルギーの安定供給を図る鬼北町で推進している重点対策加速化
事業等について、講義して頂きました。（オンサイトＰＰＡ形式とは：自社（当町）の敷地
内に第三者であるＰＰＡ事業者が太陽光発電設備を導入し、ＰＰＡ事業者に電気料金を支払
うことで、そこから電力を調達する仕組み）
　次に、相続放棄した空家と土地については、鬼北町内でも問題になっている倒壊空家問題
について質問したところ、法改正に伴い所有者不明土地管理制度及び所有者不明建物管理制
度を創設して土地・建物の効率的かつ適
切な管理の実現を行い、所有者が特定で
きないケースについても対応可能にする
法改正を行うとのことでした。
　その他、当町の問題点等について予定
している時間を過ぎても丁寧に回答いた
だき、有意義な時間を共有しました。

　　　《総務産業建設常任委員会
委員長　芝　照雄》 
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 令和６年度全国町村議会議長・副議長研修会

　去る５月２１日（火）「令和６年度全国町村議会議長・副議長研修会」が行われ、程内議

長とともに参加しました。全国４７都道府県から１，８００名が、東京国際フォーラムに集い、

３人の先生方から講義を受けました。

　最初に、大正大学地域創生学部教授　江藤俊昭先生から『議員のなり手不足は「住民自治

の危機」その打開の道を探る』と題して講演されました。その中で議員のなり手不足の現状、

原因、対策等について話され、女性議員を増やすための対策についても講義されました。

　次の『ハラスメント－自治体議員が注意すべきポイント』と題して、弁護士の帖佐直美先

生から講演をいただきました。

　ハラスメントとは、優越した地位や立場を利用した嫌がらせであり、セクシュアルハラス

メント、パワーハラスメント、マタニティーハラスメント、モラルハラスメント、ジェンダー

ハラスメントなど様々な事例を紹介して話され、ハラスメントは相手を傷つけるだけでなく、

議員自身、ひいては議会全体の社会的信用を大きく損ねることを強調されました。

　最後に、『将来の地方議会を担うのは誰か？』と題して、慶応義塾大学法学部政治学科教授：

谷口尚子先生から講演をいただきました。

　地方議員職に興味がある人は、約２０％（男性２５％、女性１５％）であるが、男性は経

済的要因、女性は現在の生活との擦り合わせが障害になっており、多様な人材が立候補しや

すいよう、費用や時間などのコスト的なこと、家族への迷惑等リスクもあり、これらを乗り

越えるための知恵や工夫、支援などの環境整備も必要であると話されました。

　今回３人の先生方から講義を受け

て、それぞれに身近な内容ばかりでし

たので、今後の議会活動、議員活動に

十分に活かして参りたいと考えている

鬼北町議会　副議長　末廣　　啓
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議 会 活 動 報 告
令和６年１月１日～令和６年６月３０日

月　日 会　　　議　　　事　　　項 主　な　協　議　内　容

1 9 第１回議会広報常任委員会 原稿の校正について　他

2 9 第１回議会運営委委員会 第１回臨時会の運営について

第１回鬼北町議会臨時会 議案７件、承認１件、同意１件

第１回全員協議会 認定こども園ゆずっこ改築工事について　他

第２回議会広報常任委員会 原稿の校正について　他

19 第２回全員協議会 北宇和高校寮について　他

第３回議会広報常任委員会 掲載記事について　他

29 第２回議会運営委委員会 第１回定例会の運営について

第３回全員協議会 鬼北町病院経営強化プランついて　他

3 7 第１回鬼北町議会定例会（１日目） 議案１６件

8 第１回鬼北町議会定例会（２日目） 議案９件、諮問１件

第４回議会広報常任委員会 掲載記事について　他

12 第１回予算常任委員会 令和６年度当初予算審議

13 第２回予算常任委員会 令和６年度当初予算審議

14 第３回予算常任委員会 令和６年度当初予算審議

25 第３回議会運営委員会 第１回定例会の追加議案の取扱いについて

第１回鬼北町議会定例会（最終日） 議案１０件、発議１件

4 18 第４回全員協議会 鬼北町特別職報酬審議会の答申について　他

24 第４回議会運営委員会 議会広報常任委員会委員の辞任について

松野町議会先進事例研修受入 議員報酬について

5 13 第５回全員協議会 多世代交流施設整備事業について　他

16 区長・組長会（日吉地区） 令和６年度施政方針について
各課等の連絡事項について17 区長・組長会（近永地区）

18 広見中学校新校舎落成式

21 全国町村議会議長・副議長研修会 東京都

22 区長・組長会（泉地区） 令和６年度施政方針について
各課等の連絡事項（被災地支援の報告・健康診断等の
補助事業・鬼北町ゼロカーボンシティ宣言・耐震改修
に係る補助制度等）について

24 区長・組長会（愛治地区）

27 区長・組長会（好藤地区）

28 区長・組長会（三島地区）

6 6 第５回議会運営委員会 第２回定例会の運営について

第６回全員協議会

14 第２回鬼北町議会定例会 承認４件、議案７件、

18 議会広報常任委員会

27
令和６年度鬼北町議会議員研修会 東京都

28

鬼北町議会だより17



※　鬼北町の定例会は３月、６月、９月、１２月です。町の定時放送で日時をお知
らせしていますので、町民の皆様の傍聴をお待ちしています。（ケーブルテレビ
でも中継放送されています。）
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議会を傍聴しませんか

＜鬼北町立広見中学校体育館＞
〇体育館屋根の小屋組は、県産材の杉を使用した集成材で木造トラス

を組んでいる。
〇緞帳は、『　未来へ　』をテーマとして、広見中学校の教育目標で

ある「　若さあれ！力あれ！友情あれ！　」を抽象的に表現してい
る。若さを連想する新緑や、未来に向かって羽ばたくイメージを、
全体の流れで構成。輪を繋げた表現は、力強さや友情の結束力を表
し、色彩は、広見中学校の周りにある自然豊かな風景から着想を得
ている。

＜予土線ＰＲポロシャツ＞

今月の表紙


